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地域の皆さん、身近な
市営バスが新しくなりました

交通手段としてご利用ください
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男 
女 

計 

有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％） 
20,707
23,606

44,313

14,422
17,363

31,785 71.73

69.65
73.55

男 
女 

計 

有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％） 
20,707 
23,606 

44,313 

14,421 
17,357 

31,778 71.71

69.64
73.53

 

　　　　
任
期
満
了
に
伴
う
光
市
長
選
挙
お
よ
び

光
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
10
月
26
日

に
行
わ
れ
、即
日
開
票
の
結
果
、新
市
長

と
、
22
人
の
方
が
新
市
議
会
議
員
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　　
今
回
の
光
市
長
選
挙
に
は
３
人
が
立
候

補
。
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
議
員
定
数

が
２
人
減
の
22
人
で
行
わ
れ
、
23
人
が
立

候
補
し
ま
し
た
。

　
投
票
は
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
（
牛
島

は
午
後
４
時
）ま
で
の
間
、市
内
34
カ
所
の

投
票
所
で
行
わ
れ
、
投
票
率
は
光
市
長
選

挙
が
71
・
73
％
、光
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
71
・
71
％
で
し
た
。

　
開
票
は
午
後
９
時
25
分
か
ら
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
、
新
市
長
は
午
後
11
時
５
分

に
決
定
。
市
川
煕
氏
が
、
第
二
代
光
市
長
に

当
選
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
市
議
会
議
員
22
人
は
翌
日
午
前

０
時
50
分
に
決
定
。
市
議
会
議
員
の
当
選

者
の
内
訳
は
、
現
職
が
15
人
、
元
職
が
２

人
、
新
人
が
５
人
。
所
属
党
派
別
で
は
、
無

所
属
19
人
、日
本
共
産
党
２
人
、公
明
党
１

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

光
市
長
選
挙
お
よ
び
光
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　　　
新
市
長
お
よ
び
22
人
の
新
市
議
会
議
員

の
皆
さ
ん
は
、
前
任
者
の
任
期
満
了
後
の

11
月
14
日
か
ら
、
市
政
の
推
進
に
当
た
ら

れ
ま
す
。

　
開
票
結
果
に
つ
い
て
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。

※
な
お
、
写
真
等
の
紹
介
は
11
月
25
日
号

で
行
い
ま
す
。

■光市長選挙投票結果

■投票状況

光市長選挙

光市議会議員一般選挙

あんぶん

表中、得票数の少数点以下は、按分票によるものです

ひ
ろ
し

所属党派 得票数氏　　名

森重　明美 2,444.866公明党

当

当

当 磯部　登志 1,865無所属

松本　修二 1,750当

木村　則夫 1,670.751当

中村　賢道 1,664当

森戸　芳史 1,632

中本　和行 1,591当

阿部　克己 1,537当

四浦　順一郎 1,484当

加賀美　允彦 1,483当

加藤　正道 1,458当

熊野　庄悟 1,423当

木村　信秀 1,405.248当

西村　憲治 1,400当

土橋　啓義 1,329当

林 　 節 子 1,303当

笹 井 　 琢 1,277当

大樂　俊明 833当

縄 重 　 進当 829

森重　定昌 827.133当

大田　敏司

笠井　弥太郎

812

679

当

当

萬谷　竹彦 645次点

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

日本共産党

日本共産党

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

得票数氏　　名

当 市川　煕 12,763

河村　龍男 10,111次点

稗田　泰久

所属党派

8,412

無所属

無所属

無所属

■光市議会議員一般選挙投票結果

新
市
議
会
議
員
　
人
が
決
定 
新
市
議
会
議
員
　
人
が
決
定 

2222
 

新
市
長
に
市
川
煕
氏 
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昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
短
期
大
学
ま
た
は
大
学(

市
長
が

こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
む
）
の

工
学
部
土
木
工
学
科(

こ
れ
に
準
ず
る
学
部

学
科
を
含
む)

を
卒
業
ま
た
は
平
成
21
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
人

　
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

　
第
１
回
・
２
回
と
光
市
で
開
催
さ
れ
た

「
神
籠
石
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
場
所
を
九
州
に

移
し
、
10
月
３
日

〜
４
日

の
２
日
間
、

福
岡
県
行
橋
市
に
て
、第
３
回「
神
籠
石
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
会
場
と
な
っ
た
コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
に

は
、
神
籠
石
所
在
自
治
体
の
関
係
者
や
専
門

家
が
一
堂
に
会
し
、
活
発
な
議
論
や
意
見
交

換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、
神
籠
石

所
在
自
治
体
関
係
者
や
、文
化
庁
、福
岡
県

教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
し
て
約
80
人
が

「
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、
神
籠
石

の
保
存
と
活
用
の
現
況
と
課
題
に
つ
い
て

第3回「神籠石サミット」
　　　福岡県行橋市で開催

市
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

中
級
土
木
　
　
　
　
　  

１
人
程
度

初
級
し
尿
処
理
施
設
職
員
　  

１
人

危険業務従事者叙勲を市内から２人の方が
受章されました。おめでとうございます。

瑞宝双光章
元山口県警察警部

てるお

中原　輝雄（76）
三輪

瑞宝双光章
元一等海尉

てるお

福重　輝生（61）

危険業務従事者叙勲

室積東ノ庄

●
採
用
日
　
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降

●
試
験
日
　
平
成
21
年
１
月
18
日

●
会
場
　
光
市
役
所
　
３
階
大
会
議
室

●
受
付
期
限
　
平
成
20
年
12
月
12
日

（
当
日
消
印
有
効
）

◎
受
付
・
問
合
せ

光
市
役
所
人
事
課
人
事
研
修
係

（
〒
７
４
３-

８
５
０
１

光
市
中
央
６
丁
目
１
番
１
号
）

　
　
　
　
　

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

※
受
験
申
込
書
な
ど
の
郵
送
を
希
望
す
る

場
合
は
、
返
信
先
を
明
記
し
、
１
２
０
円

切
手
を
貼
付
し
た
封
筒
（
Ａ
４
が
入
る
も

の
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

協
議
し
、
第
３
回
「
神
籠
石
サ
ミ
ッ
ト
」
行

橋
宣
言
の
採
択
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
で
、光
市

か
ら
１
２
０
人
に
及
ぶ
市
民
も
参
加
し
、

福
岡
大
学
名
誉
教
授
の
小
田
富
士
雄
先
生

に
よ
る「
神
籠
石
研
究
の
成
果
と
課
題
」の

ご
し
ょ
が
た
に

講
演
会
や
「
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
と
そ
の
時

代
」と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、歴
史
資
料

館
の
見
学
な
ど
で
知
識
を
深
め
、
御
所
ヶ

谷
神
籠
石
の
見
学
で
は
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
交
流
も
深
め
ま
し
た
。

◎
問
合
せ
　
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
　

　
　
　
　
　

０
８
３
３(

７
４)

３
６
０
７

　光市では、貴重な文化遺産で
ある「石城山神籠石」を未来に残
していくため、「保存管理計画」
を策定し、今後の石城山と神籠
石の将来像を考えていきます。
　先人が守り育ててきた、ふる
さとの自然や文化を、次世代に
しっかりと引き継いでいくこと
が、私たちの大切な使命です。

■報告します

現地見学の様子

サミットでのシンポジウム

御所ヶ谷神籠石
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10
月
25
日
号
で
は
、市
の
一
年
間
の

歳
入
歳
出
決
算
書
を
中
心
に
決
算
状
況

と
財
政
の
健
全
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、そ
の
決
算
書
で
は
把
握
で

き
な
い
資
産
や
負
債
、
コ
ス
ト
な
ど
の

財
務
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
企

業
会
計
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と

「
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
」に
よ
る
決
算
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
は
普
通
会
計
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■
普
通
会
計
　

　
一
般
会
計
に
特
別
会
計
の
一
部
を
加
え
た
も
の
で

す
。
光
市
で
は
墓
園
特
別
会
計
と
老
人
保
健
特
別
会

計
の
一
部
が
加
わ
り
ま
す
。

■
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　
市
が
ど
の
よ
う
な
資
産
を
持
っ
て
い
て
（
借
方
）、

そ
の
資
産
の
取
得
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
資
金
を
調

達
し
た
の
か
（
貸
方
）
を
表
に
し
た
も
の
で
す
。
左
右

（
借
方
と
貸
方
）
の
合
計
が
同
じ
に
な
る
（
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
る
）こ
と
か
ら
、「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

■
有
形
固
定
資
産
　

　
道
路
や
学
校
、
市
営
住
宅
な
ど
長
年
に
わ
た
っ
て

使
わ
れ
る
市
の
資
産
と
、
そ
の
建
設
費
の
総
額
で
す
。

建
物
な
ど
は
年
々
老
朽
化
す
る
た
め
、
減
価
償
却
分

（
価
値
の
減
少
分
）
を
差
し
引
い
て
い
ま
す
。

■
投
資
等
　

　
他
の
関
係
団
体
へ
の
出
資
金
や
各
種
貸
付
金
、特
定

の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
基
金
な
ど
の
残
高

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
流
動
資
産

　
現
金
の
ほ
か
、
必
要
な
時
に
す
ぐ
に
現
金
化
で
き

る
基
金
、
市
税
な
ど
の
未
収
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
負
債

　
道
路
や
学
校
な
ど
の
建
設
資
金
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
市
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
う
ち
、
翌
年
度
の
返

済
分
を
「
流
動
負
債
」、
そ
れ
以
降
の
返
済
分
を
「
固

定
負
債
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
職
員
に
支
払

う
退
職
手
当
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
勤
続
年
数
分
は
、

す
で
に
支
払
う
負
担
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
そ
の
見

積
額
（
年
度
末
に
職
員
全
員
が
普
通
退
職
し
た
場
合

の
退
職
手
当
額
）
を
「
退
職
給
与
引
当
金
」
と
し
て
負

債
に
計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
　

■
正
味
資
産

　
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
使
っ
た
国
や
県
か
ら
の

補
助
金
、
市
税
な
ど
の
収
入
の
総
額
で
す
。

　
こ
れ
は
資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ

り
、今
後
返
済
す
る
必
要
の
な
い
、こ
れ
ま
で
の
世
代

語
句
の
説
明

■平成19年度のバランスシート
　　　　　　　平成20年 3月 31日現在　（　）は前年比

　　
前
年
度
と
比
べ
る
と
、資
産
、負
債
が
減

少
し
、正
味
資
産
が
増
加
し
ま
し
た
。　
　

　
資
産
は
、将
来
に
備
え
て
の
現
金
・
預
金

（
積
立
金
）
が
増
加
し
た
も
の
の
、
有
形
固

定
資
産
の
減
価
償
却（
価
値
の
減
少
分
）な

ど
に
よ
り
、
合
計
で
は
減
少
し
ま
し
た
。

　
負
債
の
減
少
は
、長
期
に
わ
た
っ
て
支
払

う
べ
き
借
金
の
減
少
が
主
な
原
因
で
す
。正

味
資
産
の
増
加
は
、負
債
の
減
少
が
資
産
の

減
少
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
右
下
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
資
産

全
体
を
取
得
す
る
た
め
の
資
金
の
う
ち
、約

64
％
は
す
で
に
支
払
済(

正
味
資
産)

で
あ

借　方（資産） 

58億8,295万円 

有形 
固定資産 

562億3,679万円 

31億7,866万円 

資産合計 

正味資産 418億3,292万円 

負債・正味資産合計 
652億9,840万円 

投資等 

流動資産 

（2.4％減） 

（4.6％増） 

（6.3％増） 

 

 

 
 

うち土地 156億1,228万円 
（0.4％増） 

15億5,628万円 

 1億301万円 

投資・出資金 

基金 

（11.2％増） 
貸付金 

（増減無し） 

現金・預金 47億2,579万円 

未収金 
（4.9％増） 

（6.7％増） 

15億1,937万円 
（13.7％減） 

11億5,716万円 

（1.0％増） 

（1.3％減） 

負債 

地方債 173億8,723万円 

退職給与 
引当金 

40億6,567万円 

流動負債 
翌年度 
償還予定額 

20億1,258万円 

234億6,548万円 
（5.2％減） 

固定負債 

（5.9％減） 

（4.1％減） 

（2.1％減） 

国庫支出金 79億4,100万円 

35億7,039万円 県支出金 
（1.6％減） 

（0.5％減） 

（1.9％増） 
一般財源等 303億2,153万円 

借　方（資産） 

有形固定資産 

投資等 5万8千円 

流動資産 10万7千円 

資産合計 
119万3千円（120万4千円） 

貸　方（資金） 

負債 42万9千円 

負債・正味資産合計 
119万3千円（120万4千円） 

正味資産 76万4千円 

102万8千円 

652億9,840万円 （1.3％減） 

　貸　方（資産取得のための資金） 

（10万1千円） 

（5万5千円） 

（104万8千円） （45万円） 

（75万4千円） 

（　）内は前年数値 

バランスシートと
行政コスト計算書で見る

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
普
通
会
計
）
に
つ
い
て

り
、約
36
％
は
今
後
支
払
う
必
要
が
あ
る
負

債
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

19年度決算

正味資産 正味資産 

64.1％ 64.1％ 

負債 負債 

35.9％ 35.9％ 

■市民１人当たりでは…
平成20年3月31日現在　住民基本台帳（人口）54,730人　

資産
資産取得の
ための資金

86.1％ 86.1％ 

有形 
固定資産 
有形 
固定資産 

4.9％ 
流動資産 流動資産 9.0％ 
投資等 投資等 
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が
形
成
し
た
資
産
で
す
。
国･

県
支
出
金
は
有
形
固
定

資
産
の
減
価
償
却
に
あ
わ
せ
て
減
額
し
て
い
ま
す
。

■
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
　

　
行
政
活
動
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
表
さ
れ
た

資
産
形
成
に
は
直
接
つ
な
が
ら
な
い
人
的
サ
ー
ビ
ス

や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
人
や
物

な
ど
多
く
の
資
源
を
消
費
し
て
い
ま
す
。
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
は
、
現
金
の
出
入
り
の
な
い
も
の
も
含
め
、

こ
れ
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
ど
れ
だ
け
の
コ
ス
ト

（
経
費
）
が
か
か
り
、
ど
の
よ
う
な
収
入
で
賄
っ
た
の

か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

■
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
　

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
市
職
員
の
人
件
費
と
、
今

年
度
新
た
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
退
職
給
与
引
当
金
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

■
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
　

　
消
耗
品
や
光
熱
水
費
な
ど
の
物
件
費
、各
施
設
の
維

持
補
修
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
　

　
支
出
先
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
が
発
生
す
る
も

の
で
、児
童
手
当
な
ど
の
扶
助
費
、他
団
体
へ
の
補
助

金
、
他
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
コ
ス
ト
　

　
台
風
な
ど
の
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
施
設
な
ど

の
復
旧
費
や
、借
入
金
の
支
払
利
息
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

■
収
入
項
目
　

　
市
が
１
年
間
の
行
政
活
動
に
よ
っ
て
得
た
収
入
で
、

企
業
で
い
え
ば
収
益
に
該
当
し
ま
す
。

■
正
味
資
産
国
庫
（
県
）
支
出
金
償
却
額
　

　
建
物
の
建
設
に
利
用
し
た
国
庫
（
県
）
支
出
金
を
、

建
物
の
減
価
償
却
に
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上

で
減
額
し
た
も
の
で
す
。

■
差
引
一
般
財
源
等
増
減
額
　

　
収
入
合
計
額
か
ら
行
政
コ
ス
ト
合
計
額
を
差
し
引

い
た
も
の
に
正
味
資
産
国
庫（
県
）支
出
金
償
却
額
を

加
え
た
も
の
で
、企
業
で
い
え
ば
当
期
純
利
益(

損
失)

に
あ
た
り
ま
す
。こ
れ
が
黒
字
の
場
合
は
、今
後
に
活

用
で
き
る
正
味
資
産
が
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　
前
年
度
と
比
べ
る
と
、「
そ
の
他

の
コ
ス
ト
」
は
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
が
、「
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
」、「
物

に
か
か
る
コ
ス
ト
」、「
移
転
支
出
的

な
コ
ス
ト
」
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て

お
り
、
行
政
コ
ス
ト
全
体
で
は
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　「
そ
の
他
の
コ
ス
ト
」
の
減
少
は
、

主
に
災
害
復
旧
事
業
費
や
借
入
金
の

利
子
支
払
額
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。

　「
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
」
の
増
加

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
（
普
通
会
計
）
に
つ
い
て

は
、退
職
者
の
増
に
伴
う
退
職
手
当

の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。た

だ
し
、職
員
数
や
退
職
手
当
を
除
い

た
人
件
費
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　「
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
」
の
増

加
は
、特
別
会
計
や
公
営
企
業
へ
の

繰
出
金
、一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
下
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、

「
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
」
が
、
行

政
コ
ス
ト
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■行政コスト計算書
　　　　　　　　平成19年 4月1日～平成20年3月 31日

人件費 
退職給与引当金繰入 5億2,162万円 

物件費 
維持補修費 
減価償却費 

22億6,341万円 
1億6,134万円 
24億1,180万円 

扶助費 

補助費等 

繰出金 

29億8,401万円 

33億8,991万円 

26億2,706万円 

災害復旧事業費 

公債費（利子分のみ） 

不納欠損額 

286万円 

4億1,924万円 

4,010万円 

使用料・手数料等 

国庫（県）支出金 

一般財源 

10億5,535万円 

21億1,980万円 

152億2,565万円 

期首一般財源等 

差引一般財源等増減額 

調整額 

期末一般財源等 303億2,153万円 

297億5,200万円 

5億6,994万円 

△41万円 

33億7,005万円 

普通建設事業費 
1億4,875万円 

（他団体等への補助金等） 

38億9,167万円 人にかかるコスト 

物にかかるコスト 48億3,655万円 

移転支出的なコスト 91億4,973万円 

その他のコスト 4億6,220万円 

行政コスト合計 183億4,015万円 

【行政コスト】 前年度比 

前年度比 

2.7％増 
2.6％減 
57.9％増 

3.1％増 
9.8％増 
5.9％減 
1.9％減 

7.2％増 
1.9％増 

15.0％増 

3.9％増 

15.1％増 

23.7％減 
97.5％減 

7.3％減 

10.6％増 

4.1％増 

正味資産国庫（県） 
支出金償却額 

5億929万円 

【収入項目】 

収入合計 184億80万円 

7.6%減 

 3.9%増 

1.3%減 

1.1％減 

0.8％増 

5.3％増 

61.9％減 

1.9％増 

扶助費 
16.3％ 

普通建設事業費0.8％ 災害復旧事業費0.02％ 
公債費（利子分のみ）2.3％ 不納欠損額 0.2％ 

人件費 
18.4％ 

退職給与引当金 
　　　　繰入2.8％ 

人にかかる 
コスト 
人にかかる 
コスト 
21.2％ 21.2％ 

物にかかる 
コスト 
26.4％ 

物にかかる 
コスト 
26.4％ 

移転支出 
的なコスト 
49.9％ 

移転支出 
的なコスト 
49.9％ 

その他の 
コスト2.5％ 
その他の 
コスト2.5％ 
その他の 
コスト2.5％ 

物件費 
12.3％ 
物件費 
12.3％ 

維持補修費 
0.9％ 
維持補修費 
0.9％ 

減価償却費 
13.2％ 

補助費等 
18.5％ 
補助費等 
18.5％ 

繰出金 
14.3％ 
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一
般
財
源
が
平
均
よ
り
３
万
９
千
円
多
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
使
え
る
資
金
が
ど
れ
だ

け
増
え
た
か
を
示
す
差
引
一
般
財
源
等
増

減
額(

企
業
で
い
う
当
期
純
利
益)

に
つ
い

て
は
、
県
内
７
市
平
均
が
赤
字
で
あ
る
の

に
対
し
、
光
市
は
１
万
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　　
光
市
と
同
じ
よ
う
に
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
を
作
成
し
て
い
る
ほ
か
の
ま
ち
と
比
較

し
て
、
市
民
１
人
当
た
り
に
か
か
っ
て
い

る
コ
ス
ト
を
比
べ
て
み
ま
し
た
。

　
な
お
、比
較
対
象
は
、行
政
コ
ス
ト
計
算

書
を
作
成
し
、
す
で
に
公
表
し
て
い
る
団

体
に
限
ら
れ
る
た
め
、こ
こ
で
は
、県
内
７

市
の
18
年
度
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
光
市

の
19
年
度
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
比
較
し

て
い
ま
す
。

　
左
の
表
を
見
る
と
、
光
市
の
市
民
１
人

当
た
り
の
行
政
コ
ス
ト
の
合
計
は
、
県
内

７
市
の
平
均
よ
り
７
千
円
多
く
、
そ
の
コ

ス
ト
を
賄
う
収
入
の
合
計
は
２
万
５
千
円

市
民
１
人
当
た
り
の
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
比
べ
て
み
る
と
…

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
下
の
グ
ラ
フ
と
合
わ
せ
て
見
る

と
、
行
政
コ
ス
ト
の
う
ち
、「
人
に
か
か
る

コ
ス
ト
」、「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」、「
そ
の

他
の
コ
ス
ト
」
は
い
ず
れ
も
平
均
を
下

回
っ
て
お
り
、
特
に
「
人
に
か
か
る
コ
ス

ト
」
の
人
件
費
が
平
均
に
比
べ
て
少
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、「
移
転
支
出
的
な
コ
ス

ト
」は
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、特

に
病
院
な
ど
公
営
企
業
や
、
消
防
や
ご
み

処
理
な
ど
の
一
部
事
務
組
合
に
支
出
す
る

補
助
費
等
が
多
い
の
が
特
徴
的
で
す
。

　
ま
た
、収
入
に
つ
い
て
は
、市
税
な
ど
の

県内7市平均＝100

県内7市平均を100 
とした場合の光市の比率 

60

70

80

90

100

110

人にかかるコスト 人にかかるコスト 

物にかかるコスト 物にかかるコスト 

移転支出的なコスト 移転支出的なコスト その他のコスト その他のコスト 

収入 収入 

120

71

120

108 93

87

物件費 

差引一般財源等増減額 

人にかかるコスト 

物にかかるコスト 

移転支出的なコスト 

その他のコスト 

行政コスト合計 

収入合計 

7万1千円 8万2千円 

8万8千円 

4万1千円 

16万7千円 

33万5千円 

13万9千円 

4万1千円 

9万5千円 

33万6千円 31万1千円 

 

32万8千円 

1万2千円 9千円 

光市 県内7市平均 
18年度 19年度 

行政コスト計算書 行政コスト計算書 

人件費 
退職給与引当金繰入 

6万2千円 
9千円 7千円 

7万5千円 

減価償却費 4万4千円 5万1千円 
維持補修費 3千円 3千円 

扶助費 5万4千円 5万5千円 
補助費等 
繰出金 
普通建設事業費 
（他団体等への補助金等） 

6万2千円 
4万8千円 
3千円 

4万4千円 
2万7千円 

1万3千円 

災害復旧事業費 
公債費（利子分のみ） 
不納欠損額 

0千円 
8千円 
1千円 1千円 

9千円 
2千円 

■収入項目 

使用料・手数料等 
国庫（県）支出金 
一般財源 

1万9千円 
3万9千円 
27万8千円 23万9千円 

4万5千円 
2万7千円 

正味資産国庫（県） 
支出金償却額 

9千円 

1万円 △1千円 

1万6千円 

光　市 県内7市平均 

33万5千円 32万8千円 

人にかかるコスト 

物にかかるコスト 

移転支出的なコスト 

その他のコスト 

8万2千円 7万1千円 

8万8千円 8万8千円 8万8千円 

16万7千円 16万7千円 

9千円 9千円 1万2千円 1万2千円 

13万9千円 13万9千円 

9万5千円 9万5千円 

光市 県内7市平均 

31万1千円 
33万6千円 

使用料・手数料等 

国庫（県）支出金 

一般財源（市税など） 

27万8千円 27万8千円 

3万9千円 
1万9千円 1万9千円 

23万9千円 23万9千円 

4万5千円 

2万7千円 2万7千円 

■行政コスト・収入の比較

■市民１人当たりの行政コスト計算書

■市民１人当たりの行政コスト ■市民１人当たりの収入
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平
成
20
年
度
標
語
「
助
け
て
の

小
さ
な
サ
イ
ン
　
受
け
止
め
て
」

　
子
ど
も
の
命
が
失
わ
れ
る
な
ど

重
大
な
事
件
が
後
を
絶
た
ず
、
児

童
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
虐
待
の
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
は
皆
さ
ん
の
理

解
と
関
心
が
必
要
で
す
。

　
言
葉
に
で
き
な
い
子
ど
も
の
悲

鳴
を
見
な
い
、
聞
か
な
い
も
虐
待

で
す
。
気
付
い
た
ら
、
余
計
な
お

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
の
実
態

や
居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
等
を

全
国
一
斉
に
調
査
す
る
も
の
で
、

今
後
の
住
生
活
の
安
定
・
向
上
に

係
る
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
重

要
な
調
査
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
の
期
日
　
12
月
１
日

●
調
査
方
法
　
調
査
員
が
調
査
対

象
の
各
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票

　
里
親
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ

な
い
子
ど
も
の
た
め
に
、
家
庭
的

な
環
境
を
確
保
し
、
子
ど
も
を
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
里
親
と
は
、
子
ど
も
を
自
分
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
、
家
庭
的
な
温

か
い
雰
囲
気
と
愛
情
の
中
で
養
育

す
る
人
を
い
い
ま
す
。
里
親
制
度

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
里
親
の
要
件
　
心
身
と
も
に
健

全
で
あ
る
／
子
ど
も
の
養
育
に
つ

　
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
銃

器
・
わ
な
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
・
サ

ル
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。
捕
獲

は
、
市
の
許
可
を
受
け
た
光
市
有

害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん
が
行
い

ま
す
。
わ
な
の
設
置
場
所
付
近
に

は
看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
捕
獲
期
間
　
11
月
11
日

〜
平

成
21
年
２
月
１
日

●
捕
獲
区
域
　
イ
ノ
シ
シ
は
千
坊

大
峯
鳥
獣
保
護
区
、
石
城
山
鳥
獣

保
護
区
、
塩
田
休
猟
区
。
サ
ル
は

大
和
地
区
。（
他
の
地
区
に
つ
い

て
は
、
狩
猟
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
等

の
捕
獲
が
行
わ
れ
ま
す
。）

The information
for your life

暮
ら
し
の
情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
証
明
デ
ー
タ
の
更
新
作
業
の
た

め
、
「
証
明
書
自
動
交
付
機
」
の

利
用
終
了
時
刻
を
通
常
の
22
時
か

ら
17
時
15
分
に
変
更
し
ま
す
。

●
変
更
日
　
11
月
13
日

●
問
合
せ
　
市
民
課
戸
籍
住
民
係

証
明
書
自
動
交
付
機
の
取

扱
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

里
親
制
度
をご

存
じ
で
す
か

へ
の
記
入
を
依
頼
し
、
後
日
回
収

に
伺
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
県
住
宅
課

０
８
３

(

９
３
３)

３
８
７
４
／
市
建
築
住

宅
課イ

ノ
シ
シ
・
サ
ル
捕
獲
の

銃
器
・
わ
な
に
注
意

●
問
合
せ
　
水
産
林
業
課
林
務
係

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」
で
す

世
話
と
考
え
ず
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
情
報
源
の
秘
密
に
つ
い
て
は
守

ら
れ
ま
す
。

●
連
絡
先
・
問
合
せ
　
子
ど
も
家

庭
課
保
育
家
庭
係
（
あ
い
ぱ
ー
く

光
）
０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
５

／
周
南
児
童
相
談
所

０
８
３
４

(

２
１)

０
５
５
４

◎
国
民
健
康
保
険
税
６
期
　

納
期
限
12
月
１
日

●
問
合
せ
　
税
務
課
収
納
係

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
５
期

納
期
限
12
月
１
日

●
問
合
せ

市
民
課
高
齢
者
医
療
係

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

◎
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）６
期

納
期
限
12
月
１
日

●
問
合
せ
　
介
護
保
険
課
介
護

保
険
係
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）　

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
３

※
市
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1111111111
月
の
納
期

月
の
納
期

月
の
納
期

月
の
納
期

月
の
納
期

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

１
時
間
６
５
７
円
↓
６
６
８
円

　
こ
の
金
額
に
満
た
な
い
額
で
働

か
せ
た
り
、
働
い
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
　
山
口
労
働
局
賃
金
室

０
８
３(

９
９
５)

０
３
７
２

い
て
愛
情
と
熱
意
を
も
っ
て
い
る

／
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
等

※
里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
審
査

が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
周
南
児
童
相
談
所

０
８
３
４(

２
１)

０
５
５
４
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市
民
活
動
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
活
動
が

体
験
で
き
る
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

○
11
月
15
日

　
10
時
〜
　
図
書

館
　「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
入
門

赤
ち
ゃ
ん
編
！
」

○
11
月
23
日

　 

８
時
30
分
〜

浅
江
小
学
校
（
校
庭
西
側
）　「
潮

音
寺
山
里
山
体
験
　
里
山
づ
く
り

の
体
験
」

○
11
月
25
日

　 

13
時
30
分
〜

●
日
時
　
12
月
23
日

　
受
付
８

時
30
分
〜
　
開
会
式
９
時
15
分
〜

●
場
所
　
総
合
体
育
館

●
種
目
　
一
般
女
子
、
混
成
（
常

時
男
女
各
２
人
が
競
技
）

●
編
成
　
１
チ
ー
ム
４
〜
８
人

●
組
み
合
わ
せ
　
当
日
、抽
選（
１

チ
ー
ム
２
試
合
以
上
）

●
参
加
費
　
１
０
０
０
円
／
チ
ー

ム●
申
込
方
法
　
総
合
体
育
館
、
大

和
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
・
ア
ビ
リ

　
市
で
は
何
ら
か
の
障
害
を
お
持

ち
の
人
を
対
象
に
、
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
口
腔
衛
生
指
導
を
行
い
ま

す
。

【
介
護
職
員
】

●
採
用
者
数
　
３
人
程
度
（
二
交

代
勤
務
可
能
な
人
）

●
採
用
日
　
平
成
21
年
１
月
５
日

●
試
験
　
面
接

●
試
験
日
　
12
月
８
日

●
提
出
書
類
　
履
歴
書

●
受
付
期
限
　
12
月
１
日

必
着

●
受
付
・
問
合
せ
　
ナ
イ
ス
ケ
ア

ま
ほ
ろ
ば（
〒
７
４
３-

０
１
０
３

光
市
大
字
岩
田
２
４
７
７
）

０
８
２
０(

４
９)

１
１
１
１

平
成
20
年
度

同
和
問
題
啓
発
推
進
旬
間

２
０
０
８
市
民
活
動
入
門

講
座
の
参
加
者
募
集

ナ
イ
ス
ケ
ア
ま
ほ
ろ
ば

臨
時
職
員
募
集

ふ
れ
あ
い
歯
科
相
談

障
害
児(

者)

口
腔
衛
生
指
導

親
睦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　
県
民
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
主
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ

て
、
全
県
的
に
各
種
啓
発
行
事
を

実
施
し
ま
す
。

●
期
間
　
11
月
11
日

〜
11
月
20

日●
主
催
　
山
口
県
、
山
口
県
教
育

委
員
会

●
問
合
せ
　
人
権
推
進
課

！！ ！！ 

募
集
募
集 

募
集 

地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
　

「
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
　
気

持
ち
を
伝
え
る
」

○
11
月
25
日

　 

10
時
10
分
〜

三
輪
小
学
校
　「
紙
芝
居
お
も
し

ろ
体
験
」

●
申
し
込
み
・
問
合
せ

地
域
づ
く
り
推
進
課

０
８
３
３(

７
２)

８
８
８
０

●
日
時
　
12
月
23
日

９
時
30
分
〜

●
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
公
園

●
種
目
　
小
学
生
男
子
の
部
、
小

学
生
女
子
の
部

（
１
区
1.2
km
、
２
〜
５
区
1.1
km
）

●
チ
ー
ム
編
成
　
市
内
の
小
学

校
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
子
ど
も

会
等
の
団
体
で
１
チ
ー
ム
５
人

（
補
員
２
人
）

●
申
込
方
法
　
総
合
体
育
館
、
大

和
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
・
ア
ビ
リ

テ
ィ
ー
光
、
各
公
民
館
に
備
え
付

け
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

●
申
込
期
限
　
12
月
10
日

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
教
育
委

員
会
体
育
課（
ス
ポ
ー
ツ
館
内
）

０
８
３
３(

７
４)

３
６
０
５
　
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
８
３
３(

７
２)

４
８
５
０

テ
ィ
ー
光
、
各
公
民
館
に
備
え
付

け
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

●
申
込
期
限
　
12
月
15
日

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
教
育
委

員
会
体
育
課（
ス
ポ
ー
ツ
館
内
）

０
８
３
３(

７
４)

３
６
０
５
　
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
８
３
３(

７
２)

４
８
５
０

第
３
回
小
学
生
駅
伝

参
加
チ
ー
ム
募
集

　
歯
や
お
口
の
ケ
ア
に
関
し
て

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
と
く
に
、
乳

幼
児
期
の
お
子
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
27
日

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
場
所
　
あ
い
ぱ
ー
く
光

口
腔
保
健
室

●
内
容
　
歯
磨
き
指
導
、
歯
科
相

談
な
ど

●
持
参
物
　
使
用
中
の
歯
ブ
ラ

シ
、
タ
オ
ル

●
申
し
込
み
・
問
合
せ

健
康
増
進
課
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
７

■
日
時
　
11
月
23
日

９
時
15
分
〜
14
時

■
場
所
　
あ
い
ぱ
ー
く
光

【
屋
外
ス
テ
ー
ジ
】
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
式
典
／
福
祉
功
労
表
彰
式

／
市
民
グ
ル
ー
プ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
／
福
祉
ビ
ン
ゴ

【
東
側
駐
車
場
】
飲
食
バ
ザ
ー

／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
中
庭
】
ち
び
っ
こ
広
場

【
健
診
ホ
ー
ル
】
健
康
相
談
／

検
眼
登
録
／
骨
密
度
測
定 

他

【
ロ
ビ
ー
】
認
知
症
測
定
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
／
介
護
の
相
談 

他

【
い
き
い
き
ホ
ー
ル
】
市
民
ふ

れ
あ
い
バ
ザ
ー

【
１
階
】
物
品
バ
ザ
ー
／
高
齢

者
作
品
展
示

【
２
階
】
光
紙
芝
居
上
演

【
和
室
】
お
茶
席
コ
ー
ナ
ー

※
臨
時
駐
車
場
　
冠
山
総
合

公
園
、
ダ
ス
キ
ン
、
中
村
印
刷

、
親
和
紙
器

の
各
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

０
８
３
３(

７
４)

３
０
２
０

２
０
０
８
ふ
れ
あ
い
・

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



9

【
１
８
０
分
で
仕
上
げ
る

年
賀
状
文
面
つ
く
り
】

　
ワ
ー
ド
で
年
賀
状
文
面
を
作
り

ま
す
。

●
日
時
　
12
月
10
日

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
対
象
　
日
本
語
入
力
が
で
き
る

初
心
者

●
受
講
料
　
６
０
０
円

●
申
し
込
み
　
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

０
８
３
３(

７
２)

３
４
４

７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
３
３(

７
２)

３

５
７
８

【
市
民
パ
ソ
コ
ン
相
談
】

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
パ
ソ
コ
ン
学
習
会
」

●日時　11月30日(日)　9時～12時
●場所　あさえふれあいセンター
　　　　（光市浅江7丁目4- 23）
●内容　どんぐりとまつぼっくりの話、まつぼっく
りのミニツリー作り、種まき　など
●参加費　無料
●対象　市内の小学校に通う児童とその家族
●募集組数　先着30組
●申込期限　11月21日(金)必着
●申込方法　水産林業課林務係（市役所2階）およ
び市内各公民館に備え付けの申込書を提出するか、
①住所　②児童氏名　③参加保護者氏名　④電話番
号　⑤学校名　⑥学年を記入の上、郵送、FAX、E
メールのいずれかでお申し込みください。
※参加者には松の種と、どんぐりの実を植えた鉢
を、自宅で育ててもらいます。
◎申し込み・問合せ　水産林業課林務係　
〒743-8501　光市中央6丁目1-1
0833(72)1400　FAX0833(72) 6470
Eメール　suisanringyou@city.hikari.lg.jp

「どんぐり・まつぼっくり教室」 
～森からのおくりもの～ 

参加家族 
募集！ 

●募集対象児　平成15年4月2日～平成17年4月1日の
間に生まれた幼児
●入園資格
　★つるみ幼稚園…島田小学校区に住む幼児
　★やよい幼稚園…上島田・三井小学校区に住む幼児
　★さつき幼稚園…周防小学校区に住む幼児
●募集人員　各園・各クラスとも定員30人
●手続き等　各園備え付けの願書を12月1日(月)～10
日(水)に各園に提出してください。受付時間は月～
金曜日の8時30分～17時15分
●1日入園　各園とも平成21年1月21日(水)
13時30分～15時30分
●問合せ
　つるみ幼稚園 0833(72)3370
　やよい幼稚園 0833(77)2690
　さつき幼稚園 0833(77)4151
　子ども家庭課（あいぱーく光） 0833(74)3005

〜
絵
本
作
家
「
あ
き
や
ま
た
だ
し

絵
本
ラ
イ
ブ
」
〜

●
日
時
　
11
月
26
日

15
時
〜
16
時
30
分

●
場
所
　
室
積
公
民
館  

大
ホ
ー
ル

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
で
お

室
積
公
民
館
文
化
講
演
会

参
加
者
募
集

週
土
曜
日
の
10
時
〜
12
時
に
無
料

パ
ソ
コ
ン
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
質
問
が
あ
る

人
や
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
な
い

人
の
練
習
な
ど
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
自
分

の
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
可
）

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
を
目
的
と
し
た

救
急
医
療
講
習
会
で
す
。

●
日
時
　
11
月
22
日

　
14
時
〜

●
場
所
　
光
商
工
会
議
所

●
募
集
人
数
　
先
着
30
人

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
期
限
　
11
月
14
日

第
５
回
光
市
医
師
会
主
催

の
救
急
医
療
講
習
会

●
日
時
　
11
月
16
日

９
時
30
分
集
合
（
雨
天
中
止
）

●
集
合
場
所
　
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル

ホ
ー
ル
第
一
駐
車
場
（
岩
国
市
周

東
町
用
田
１
３
７-

８
）

●
歩
行
時
間
　
約
４
時
間

●
距
離
　
片
道
約
５
km

●
対
象
　
山
歩
き
の
経
験
の
あ
る

人
（
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

●
携
行
品
　
昼
食
、
飲
み
物
、
山

登
り
に
適
し
た
服
装
、
登
山
靴
、

「
大
黒
山
〜
大
梅
山
周
遊
」

公
開
ハ
イ
キ
ン
グ

●
申
し
込
み
・
問
合
せ

光
市
医
師
会
事
務
局

０
８
３
３(

７
２)

２
２
３
４

　
10
月
10
日
号
４

ペ
ー
ジ
の
「
保
育
士

バ
ン
ク
の
登
録
に
つ

い
て
」
の
中
で
、
問

合
せ
電
話
番
号
が
０

８
３
３(

７
２)

３
０

０
５
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
０
８
３
３

(

７
４)

３
０
０
５
の

誤
り
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
枚
に
つ

き
３
人
ま
で
申
し
込
み
が
可
能
で

す
。【
往
信
表
面
】
に
、
〒
７
４
３-

０
０
０
１
　
光
市
室
積
１
丁
目

４-

１
　
室
積
公
民
館「
あ
き
や
ま

た
だ
し
絵
本
ラ
イ
ブ
」
係
、【
往
信

裏
面
】
に
、「
あ
き
や
ま
た
だ
し
絵

本
ラ
イ
ブ
」、
参
加
者
全
員
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
、
代
表
者

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、【
返

信
表
面
】
に
、
代
表
者
氏
名
・
住

所
、【
返
信
裏
面
】
に
、「
あ
き
や

ま
た
だ
し
絵
本
ラ
イ
ブ
」、
参
加

者
全
員
の
氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

●
申
込
期
限
　
11
月
14
日

●
問
合
せ
　
室
積
公
民
館

０
８
３
３(

７
８)

０
２
６
７

手
袋
、
帽
子
、
雨
具
な
ど

●
申
込
方
法
　
当
日
集
合
場
所
に

て
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
合
せ
　
ひ
か
り
健
康
ハ
イ
ク

（
西
村
） 

０
８
３
３(

７
７)

０
９

９
４
／
（
農
坂
） 

０
８
３
３(

７

２)

３
７
７
２
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◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日
、
第
１

火
曜
日

★
第
４
回
光
市
美
術
展

　
光
市
美
術
展
が
11
月
２
日
ま
で

開
催
さ
れ
、
審
査
部
門
で
は
61
人

の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
、
教
育
長
賞
以
下
は
省

略
）

施
設
の
掲
示
板

施
設
の
掲
示
板 

施
設
の
掲
示
板 

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

★
う
た
ご
え
喫
茶

●
日
時
　
11
月
20
日

開
場
18
時
、
開
演
18
時
30
分

●
場
所
　
ロ
ビ
ー

●
チ
ケ
ッ
ト
（
コ
ー
ヒ
ー
・
お
菓

子
代
含
む
）

一
般
…
８
０
０
円

文
高
会
員
・
障
害
者
・
高
校
生
以

下
…
７
０
０
円

※
好
評
発
売
中

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
市
民
ホ
ー

ル
、
市
役
所
受
付
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
ふ
る
さ
と
郷
土
館
、
大
和

支
所
、
各
出
張
所

★
第
24
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

　
毎
年
恒
例
の
市
内
音
楽
家
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

●
募
集
期
間
　
11
月
11
日

〜
12

月
24
日

●
日
時
　
平
成
21
年
３
月
８
日

開
演
13
時

●
場
所
　
大
ホ
ー
ル

●
出
演
対
象
　
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
個
人
お
よ
び

団
体

●
演
奏
条
件
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
基

調
と
す
る
音
楽
。
実
演
奏
８
分
以

内
。

●
出
演
決
定
　
一
般
有
識
者
を
含

む
編
成
委
員
会
に
て
決
定

【
大
賞
】　
森
下
嘉
昭
（
洋
画
）

【
市
長
賞
】　
弘
中
由
美
子
（
日
本

画
）、
神
田
敬
司
（
洋
画
）、
下
川

正
孝
（
彫
刻
）、
松
本
涛
波
（
書
）、

山
本
裕
（
陶
芸
）、
石
田
美
智
恵

（
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
）

【
議
長
賞
】　
中
村
小
夜
子
（
日
本

画
）、
岡
キ
ク
エ
（
洋
画
）、
田
子

幸
江
（
彫
刻
）、
山
本
香
翠
（
書
）、

田
村
潤
子
（
陶
芸
）、
行
武
尚
子

（
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
）

★
第
10
回
飛
翔
絵
画
教
室
展

●
期
間
　
11
月
13
日

〜
11
月
16

日

　

●
内
容
　
奥
田
賢
吾
さ
ん
が
指
導

す
る
絵
画
教
室
の
作
品
展
。
油

絵
、
水
彩
画
な
ど
１
年
間
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。

★
ニ
ッ
ト
＆
押
花
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展

●
期
間
　
11
月
21
日

・
22
日

●
内
容
　「
三
島
押
花
ク
ラ
ブ
」

と
「
は
ん
ど
あ
〜
と
グ
ル
ー
プ
」

に
よ
る
作
品
展
。
押
花
、
ニ
ッ
ト
、

カ
ッ
ト
ソ
ー
な
ど
と
併
せ
て
、
夏

休
み
子
ど
も
押
花
体
験
会
の
作
品

も
展
示
し
ま
す
。

★
第
63
回
創
美
展

●
期
間
　
11
月
26
日

〜
11
月
30

日

　
最
終
日
は
16
時
ま
で

●
内
容
　
光
市
で
活
動
し
て
い
る

絵
画
グ
ル
ー
プ
「
創
美
会
」
に
よ

る
展
覧
会
。
油
絵
を
中
心
に
日
本

画
、
水
墨
画
、
水
彩
画
、
パ
ス
テ

ル
な
ど
会
員
19
人
の
作
品
約
90
点

を
展
示
し
ま
す
。

★
成
人
大
学
講
座

●
日
時
　
11
月
15
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
演
題
　「
日
本
宗
教
史
」

●
講
師
　
岡
村
康
夫
（
山
口
大
学

教
育
学
部
教
授
）

　
成
人
大
学
講
座
は
会
員
制
で
す

が
、
当
日
空
席
が
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
聴
講
で
き
ま
す
。㈱ 森モータース 

光市浅江1丁目17-27　�(0833)71-1023

●
申
込
資
格
　
①
現
に
同
居
し
、

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
あ
る
人
　
②
住
宅
に
困
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
　
③
法
で

定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
し
て
い

る
人
（
政
令
で
定
め
る
月
収
が
一

般
世
帯
は
20
万
円
以
下
、
高
齢

者
・
障
害
者
な
ど
の
世
帯
は
26
万

８
０
０
０
円
以
下
）
　
④
そ
の
他

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
募
集
状
況
　
一
般
枠
住
宅
…

【
３
Ｄ
Ｋ
…
３
戸
】
両
家
（
島
田

６
丁
目
・
２
戸
）
、
島
田
（
中
島

田
１
丁
目
・
単
身
可
）
【
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
…
２
戸
】
今
桝
（
三
井
２
丁

目
）
、
和
田
（
丸
山
町
）

優
先
枠
住
宅
…
【
３
Ｄ
Ｋ
…
１

戸
】
両
家 

【
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
…
２
戸
】

今
桝
、
和
田

●
郵
送
で
の
受
付
期
間
　
11
月
20

日

〜
30
日

（
消
印
有
効
）

●
抽
選
日
時
・
場
所
　
12
月
９
日

　
10
時
〜
・
山
口
県
周
南
総
合

庁
舎
７
階
会
議
室

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
県
住
宅

供
給
公
社
周
南
支
所
（
〒
７
４
５-

０
０
０
４
　
周
南
市
毛
利
町
２-

38
山
口
県
周
南
総
合
庁
舎
４
階
）

０
８
３
４(

２
７)

６
７
８
０

県
営
住
宅
入
居
者
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◎
12
月
10
日
ま
で
の
休
館
日
　
毎

週
月
曜
、11
月
13
日

、
16
日

、

23
日

、
25
日

★
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

皇
妃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ド（藤

本
ひ
と
み
）

シ
ュ
ー
カ
ツ
！
　
　（
石
田
衣
良
）

穂
足
の
チ
カ
ラ
　
　（
梶
尾
真
治
）

こ
と
ば
汁
　
　
　
　（
小
池
昌
代
）

犯
罪
小
説
家
　
　
　（
雫
井
脩
介
）

告
白
　
　
　
　
　
　（
湊
か
な
え
）

美
女
い
く
さ
　
　
　（
諸
田
玲
子
）

徹
子
さ
ん
の
美
に
な
る
言
葉

（
黒
柳
徹
子
）

お
ば
さ
ん
未
満
　
　（
酒
井
順
子
）

容
赦
な
き
牙

（
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
パ
ー
カ
ー
）

【
児
童
書
】

キ
ン
ギ
ョ
の
て
ん
こ
う
せ
い

（
阿
部
夏
丸
）

ゆ
う
れ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ね
が
い

（
井
上
よ
う
子
）

◎
休
館
日
　
毎
月
第
４
木
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

★
さ
わ
や
か
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

●
内
容
・
日
時
　

◎
休
園
日
　
毎
月
第
２
・
４
水
曜

日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

★
園
芸
教
室

「
正
月
用
寄
せ
植
え
飾
り
」

◎
入
館
料
　
大
人
２
４
０
円
、
小

人
１
２
０
円

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）、
第
１
火
曜
日

七
草
小
屋
の
ふ
し
ぎ
な
写
真
集

（
島
村
木
綿
子
）

カ
イ
サ
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

（
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
）

い
も
ほ
り
　
　（
は
ま
の  

ゆ
か
）

あ
ー
ち
ゃ
ん
の
お
に
い
ち
ゃ
ん

（
長
野 

ヒ
デ
子
）

夜
の
ス
イ
ッ
チ

（
レ
イ
・
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ
）

★
第
９
回
　
語
り
の
会
発
表
会

●
日
時
　
11
月
22
日

10
時
30
分
〜
（
40
分
程
度
）

●
場
所
　
２
階
視
聴
覚
室

す
ば
な
し

●
対
象
　
素
話
を
楽
し
め
る
５
歳

か
ら
大
人
ま
で

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み
　
連
絡
不
要
。
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
光
市
の
花
木
、
梅
と
黒
松
等
で

正
月
用
寄
せ
植
え
飾
り
を
作
り
ま

す
。

●
日
時
　
12
月
６
日

10
時
〜
12
時

●
場
所
　
研
修
室

●
募
集
人
数
　
先
着
15
組

●
参
加
料
　
１
５
０
０
円
（
花
、

木
、
鉢
代
含
む
）

●
持
参
物
　
タ
オ
ル
、
軍
手

★
餅
つ
き
大
会

い
し
う
す

　
石
臼
で
も
ち
つ
き
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
時
　
12
月
13
日

10
時
〜
13
時

●
場
所
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

●
募
集
人
数
　
先
着
５
組
（
１
組

４
人
程
度
）

●
参
加
料
　
１
組
１
２
０
０
円

●
持
参
物
　
タ
オ
ル
、軍
手
、水
筒

◎
申
込
方
法
　
と
も
に
11
月
15
日

  
９
時
か
ら
電
話
で
受
付
開
始
。

水道夜間 
支払窓口 
水道夜間 
支払窓口 

　
昼
間
、
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
夜

間
で
も
水
道
料
金
の
納
付
が
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
納
期
限
ま
で
に
お
支

払
い
い
た
だ
け
な
い
時
は
、
給

水
を
停
止
し
ま
す
。

●
開
設
日
　
11
月
26
日

●
時
間
　
21
時
ま
で

●
場
所
　
水
道
局
業
務
課

０
８
３
３(

７
１)

０
７
０
０

※
大
和
簡
易
水
道
に
つ
い
て

は
、
大
和
支
所
地
域
事
業
課
水

道
係
ま
で
。

０
８
２
０(

４
８)

５
３
３
０

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
…
11
月
19
日

、
11
月
26
日

、
12
月
３
日

、

12
月
10
日

　
14
時
〜
16
時

●
対
象
　
18
歳
以
上

●
定
員
　
先
着
10
人

●
参
加
費
　
２
１
０
０
円
（
光
市

ス
ポ
ー
ツ
安
全
会
加
入
金
含
む
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★
竹
細
工
展

●
期
間
　
11
月
12
日

〜
11
月
30

日●
展
示
者
　
稲
村
律
夫
、
中
野
一

三
、
山
根
哲
男

★
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会in

醤
油
蔵

　
平
野
麗
子
さ
ん
に
よ
る
チ
ェ
ン

バ
ロ
演
奏
と
光
市
民
合
唱
団
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
合
唱

●
日
時
　
12
月
６
日

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所
　
醤
油
蔵

●
入
場
料
　
無
料

★
「
光
紙
芝
居
」
の
上
演

　
新
作
「
乙
女
た
ち
の
光
空
襲
」

を
上
演
。

●
11
月
の
上
演
日
時
　
11
月
15
日

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
入
場
料
　
無
料
（
展
示
場
有

料
）
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●
市
民
課
保
険
年
金
係 

●
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係 

　
　
　
　（
消
費
生
活
相
談
窓
口
） 

　
　
　
０
８
３
３（
７
２
）１
４
０
０ 

年
金
＆
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス 

 

 

問 合 せ 

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
、
市
町
村
民
税

な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

社
会
保
険
料
の
控
除
の
適
用
を
受

け
る
場
合
に
は
、
納
付
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
１
年
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

対
し
て
、
11
月
上
旬
に
社
会
保
険

庁
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ

キ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）
に
記
載
さ

れ
て
い
る
内
容
は
、
今
年
１
月
か

ら
10
月
１
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に

納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付

携
帯
電
話
へ
の
架
空
請

携
帯
電
話
へ
の
架
空
請

携
帯
電
話
へ
の
架
空
請

携
帯
電
話
へ
の
架
空
請

携
帯
電
話
へ
の
架
空
請

求
に
気
を
付
け
て

求
に
気
を
付
け
て

求
に
気
を
付
け
て

求
に
気
を
付
け
て

求
に
気
を
付
け
て

年
金
係

年
金
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ 

年
金
係
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
社
会
保
険
料

「
社
会
保
険
料

「
社
会
保
険
料

「
社
会
保
険
料

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

（
国
民
年

（
国
民
年

（
国
民
年

（
国
民
年

金
保
険
料
）

金
保
険
料
）

金
保
険
料
）

金
保
険
料
）

金
保
険
料
）
控
除
証
明

控
除
証
明

控
除
証
明

控
除
証
明

控
除
証
明

書
」
書
」
書
」
書
」
書
」（
ハ
ガ
キ
）

（
ハ
ガ
キ
）

（
ハ
ガ
キ
）

（
ハ
ガ
キ
）

（
ハ
ガ
キ
）
の
送
付

の
送
付

の
送
付

の
送
付

の
送
付

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　
携
帯
電
話
に
「
サ
イ
ト
未
納
料

金
が
あ
り
ま
す
。
連
絡
が
な
い
場

合
、
法
的
処
理
に
入
り
ま
す
。」
と

い
っ
た
内
容
の
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
利
用
し
た
覚
え
が
な
い
が
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。

●
相
　
談
●

　
消
費
者
を
困
惑
さ
せ
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
架
空
請
求
メ
ー
ル
の
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

心
当
た
り
の
な
い
請
求
を
受
け
た

場
合
、
支
払
わ
ず
に
放
置
し
、
こ

れ
以
上
の
個
人
情
報
を
知
ら
れ
な

い
た
め
も
、
相
手
に
問
い
合
わ
せ

た
り
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
何
度
も
メ
ー
ル
で
架
空

請
求
が
届
く
よ
う
な
場
合
は
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
た

り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
携
帯
電
話

会
社
の
「
迷
惑
メ
ー
ル
撃
退
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、
根
拠
の
な
い
悪
質
な
取

り
立
て
を
受
け
た
と
き
や
、
支

払
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
警
察

へ
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
●

　
架
空
請
求
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
心
当
た
り
の
な
い
請
求
は
相

手
に
連
絡
を
せ
ず
、
無
視
す
る
よ

う
助
言
し
ま
し
た
。

●
処
　
理
●

見
込
額
で
す
。
納
付
忘
れ
分
を
納

付
し
た
場
合
や
、
年
の
途
中
か
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な

ど
、
10
月
２
日
以
降
に
今
年
初
め

て
保
険
料
を
納
付
す
る
人
に
つ
い

て
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）

は
、
平
成
20
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
を
証
明

す
る
書
類
で
す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
家
族
の
保
険
料
を納

付
し
た
と
き
】

　
配
偶
者
や
家
族
の
負
担
す
べ
き

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
と

き
に
は
、
納
付
し
た
人
の
所
得
税

等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
等

の
手
続
き
の
際
に
、
ご
自
身
の
社

会
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
　
徳
山
社
会
保
険
事
務

所

０
８
３
４(

３
１)

２
１
５
４
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火
18

月
17

11月後半

土
22

水
19

木
20

金
21

土
16

日

金
28

火
25

水
26

木
27

日
30

休
24

土
29

問合せ　生活安全課 0833(72)1400内線200

譲ってほしい物品

譲 り た い 物 品 【無償】洋服だんす（190cm×80cm×55cm）、犬小屋（中型犬用）
【面談】折り畳み座卓テーブル

双子用ベビーカー、冷蔵庫、家庭用精米機、ゴムボート、卓球台、乳幼児向けの絵本、
食器棚（幅90cm以内）、ジュニアシート、FAX機能付電話機、電子辞書（英語辞典）、
自転車専用幼児いす、冷凍庫（チェストタイプ）、NHK「おしゃれ工房」の本、ミシン、
浅江東保育園 男児体操服・帽子・かばん、原付バイク、チャイルドシート、自転車

●ひかりふるさとまつり（9時～、大和総合運
動公園）
●献血（9時～、大和総合運動公園）
●大黒山～大梅山周遊公開ハイキング（9時30
分・周東パストラルホール第1駐車場集合）
●伊保木公民館文化祭（13時～、伊保木公民館）
●光市文化祭　芸能祭　合唱（13時30分～、市
民ホール）

●健康相談（9時30分～、室積公民館）

●年末調整説明会（14時～、市民ホール）
●さわやかフィットネス（14時～、11月26日・
12月3日・12月10日、総合体育館）

●健康相談（9時30分～、三島公民館）
●心配ごと相談（10時～、あいぱーく光）
●新入学児童の健康診断（13時～、光井小学校）
●年賀状づくり（13時30分～、21日、生涯学
習センター）
●うたごえ喫茶（18時30分～、市民ホール）

●年金相談（9時30分～、市役所）
●1歳6か月健診（12時50分～、あいぱーく
光）
●夜間収納相談窓口（20時まで、市役所）
●ニット＆押花のコラボレーション展（22日、
文化センター）

●ジュニア・キャンプ塾（10時～、23日まで、
冠山総合公園オートキャンプ場）
●語りの会発表会（10時30分～、図書館）
●伊藤博文公歴史講座（13時30分～、旧伊藤
博文邸）
●光市医師会主催の救急医療講習会（14時～、
光商工会議所）

●大和公民館文化祭（9時～、大和公民館）
●森もりひろば（10時～、周防の森ロッジ）

●母親教室（9時30分～、あいぱーく光）
●2008市民活動入門講座（10時10分～、三輪
小学校／13 時30 分～、地域づくり支援セン
ター）

●育児・1歳児お誕生・歯の健康相談（9時30
分～、島田公民館）
●行政相談（10時～、大和支所）
●年賀状文面づくり（13時30分～、生涯学習
センター）
●室積公民館文化講演会（15時～、室積公民館）
●創美展（30日まで、文化センター）
●水道夜間支払窓口（21時まで、水道局）

●行政相談（10時～、あいぱーく光）
●人権相談（10時～、あいぱーく光）
●新入学児童の健康診断（13時～、周防小学校）
●ふれあい歯科相談（13時30分～、あいぱー
く光）
●認知症相談会（13時30分～、スターピアく
だまつ（下松市））
●専門医師による心の健康相談（14時～、あい
ぱーく光）

●健康・育児・1歳児お誕生・歯の健康相談、お
もちゃ移動広場（9時30分～、浅江公民館）

●(社)光 熊毛郡法人会講演会（15時～、市民
ホール）
●ど素人のキャンプ料理教室（17時～、冠山総
合公園オートキャンプ場）

●どんぐり・まつぼっくり教室（9時～、あさ
えふれあいセンター）

23
祝

●2008市民活動入門講座（8時30分～、浅江
小学校）
●2008ふれあい・健康フェスティバル（9時15
分～、あいぱーく光）
●塩田公民館祭り（9時30分～、塩田公民館）
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　光市では、同じ「光」の文字を冠する千葉県横芝光
町との友好交流を進めています。
　両市町の紹介や民間交流を促進するため、文化作品
と特産品等の展示を行います。この機会に、横芝光町
の文化や風土に触れてみませんか。

■11月 10日 ～14日
　　　　　　　  市役所１階ロビー
■11月 18日 ～25日
　　　　　　　  あいぱーく光１階輝きギャラリー

■11月 16日 　9時～15時
　　　　　　    ひかりふるさとまつり会場
　　　　　　　（大和スポーツセンターエントランス）
※横芝光町でも、11月1日 、2日 に開催する町の文
化祭で、光市の文化作品として絵手紙とちぎり絵を展
示するほか、16 日 の産業まつりでは、光市の紹介
コーナーを設置するなど、本市との友好交流を広く町
民にＰＲします。
◎問合せ　企画情報課企画係 0833(72)1400

▼
旧
大
和
町
時
代
か
ら
大
和
地
域
で
愛
さ
れ

続
け
て
き
た
市
営
バ
ス
が
老
朽
化
の
た
め
、

10
月
30
日

に
新
し
く
バ
ス
を
更
新
し
、
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。
▼
こ
の
バ
ス
は
、「
子

ど
も
や
お
年
寄
り
の
利
用
し
や
す
さ
」
を
第

一
に
考
え
、電
動
補
助
ス
テ
ッ
プ
を
始
め
、段

差
を
少
な
く
し
た
り
、
手
す
り
を
両
側
に
付

け
た
り
す
る
な
ど
、
バ
ス
の
乗
り
降
り
や
移

動
に
配
慮
し
た
機
能
が
特
徴
で
す
。▼
ま
た
、

車
体
の
色
は
遠
く
か
ら
で
も
目
立
つ
小
豆
色

で
、
正
面
と
側
面
に
『
ひ
か
り
』
と
大
き
く

文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
町
な
か
で

目
に
さ
れ
た
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
▼

バ
ス
の
運
賃
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
一
乗
車

２
０
０
円
均
一
料
金
で
、
路
線
区
間
内
で
は

停
留
所
以
外
で
も
自
由
に
乗
り
降
り
で
き
ま

す
。
▼
市
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
身
近

な
交
通
手
段
と
な
れ
る
よ
う
今
後
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
市
営
バ
ス
の
ご

利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
・
光
市
政
策
企
画
部
　
〒
７
４
３
―
８
５
０
１
　
山
口
県
光
市
中
央
六
丁
目
一
番
一
号
　
　
０
８
３
３
（
７
２
）
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４
０
０
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
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　http
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w
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.city.hikari.lg

.jp
/

本市の友好交流都市
よこしばひかりまち

【横芝光町の紹介コーナーの設置】

「友好交流の誓い」の調印式

産業

自然

雄大な九十九里浜

特産品のひかりねぎ

交
流

【横芝光町の文化作品の展示】

 ～横芝光町友好交流展（写真、短歌、俳句の展示）～

～特産品、紹介パネルの展示～

町の花：さくら　
町の木：うめ
町の鳥：コアジサシ

まちのプロフィール

 千葉県横芝光町の
 文化作品や特産品をご紹介します

横芝光町
人口　約26,000人
平成18年3月、光町と横
芝町の合併により誕生

地
域
の
皆
さ
ん
、
身
近
な

交
通
手
段
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い運転初日には、大和保育園園児が

花束を、運転手さんにプレゼント
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